
16広報とちぎ　７月号２０１９（令和元）年６月２０日　発行 まちかどニュース

▲「スケアードストレイト方式」による事故の再現（右）とそれを真剣に見る生徒（左）

田んぼで味わう貴重な体験
　まちづくり実働組織ハートランドまちづくり隊が主催する「特別栽培米ゆうだい 21
田植え体験」が、5 月 26 日に開催されました。参加者は、慣れない水田での作業に泥と

汗にまみれながらも田植えを行い、最後には 11
アールの田んぼ一面に植えられた苗が緑の軌跡と
なって、何本もの緑の線を形作っていました。

◀ 

初
夏
の
水
田
で
手
植
え
を
体
験
し
ま
し
た

◀�宗光寺に伝わる地獄絵
を鑑賞する参加者

ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
歩
く
～
初
夏
の
誘
い

　
５
月
18
日
、
ま
ち
づ
く
り
実
働
組
織
大
平
わ
い
わ
い
テ
ラ
ス

の
主
催
に
よ
り
「
日
光
例
幣
使
街
道
富
田
宿
と
富
田
城
跡
周
辺

を
歩
く
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
よ
そ
50
名
の
参
加
者
が
、
地

元
の
皆
さ
ん
の
案
内
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
初
夏
の
例
幣
使
街

道
歩
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

▲�田植機の運転に挑戦！

◀▲紫やピンクなど色あざやかな花が公民館前を埋め尽くしました

　ルピナスの花で地元を盛り上げようと、地域住民の有志で組織する「国府地区ルピ
ナスの郷づくり実行委員会」が国府公民館前の休耕地で育てたルピナスの花が、5 月
頃見頃を迎えました。「昇り藤」とも呼ばれるルピナスの花が一面に咲き誇る様子を、
多くの人が鑑賞し
ました。

ルピナスの花で地域を元気に！事
故
の
恐
ろ
し
さ
を
体
験
‼

　

岩
舟
地
域
の
地
域

予
算
提
案
事
業
「
子

ど
も
の
安
全
対
策
事

業
」
の
一
環
と
し
て
、

５
月
21
日
、
岩
舟
中

学
校
で
交
通
安
全
教

室
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
あ
い
に
く
の
大

雨
の
た
め
体
育
館
で

の
開
催
と
な
り
ま
し

た
が
、
ス
タ
ン
ト
マ

ン
が
演
じ
る
「
ル
ー

ル
を
守
ら
な
い
自
転

車
」
が
目
の
前
で
衝

突
事
故
を
繰
り
広
げ

る
様
子
を
、
生
徒
た

ち
は
真
剣
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ル
ー
ル

を
守
っ
た
自
転
車
の

運
転
や
、
交
差
点
か

ら
自
転
車
を
走
ら
せ

る
運
転
の
仕
方
な
ど

の
練
習
を
行
い
ま
し

た
。

▲甘くて大きないちごをいっぱい食べました
▲ハウス内でいちごを収穫する参加者

▶
富
田
宿
の
木
戸
跡
に
て

「
つ
ど
う
」「
ま
な
ぶ
」
都
賀
公
民
館

　
都
賀
公
民
館
は
、
各
種
学
級
や
講
座
を
開
設
し
、
地
域
の
皆
様

の
学
習
や
仲
間
づ
く
り
を
お
手
伝
い
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
学

習
サ
ー
ク
ル
や
社
会
教
育
団
体
に
活
動
の
場
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
今
年
も
、
ふ
れ
あ
い
大
学
・
女
性
セ
ミ
ナ
ー
を
開
設
し
９
つ

の
講
座
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
複
数
の
社
会
教
育
団
体
が
、
曜

日
ご
と
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

 　
詳
し
く
は
都
賀
公
民
館
☎

（27）
５
０
５
０
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▶ �

サ
ー
ク
ル
活
動
「
ヨ
ガ
わ
か
ば
会
」

◀�

ふ
れ
あ
い
大
学
・
女
性

セ
ミ
ナ
ー
合
同
講
座

「
歯
と
口
の
健
康
」　

 　晴天に恵まれた 5 月 5 日、西方町内のいちご農園を会場に、まちづくり実働組
織にしかたわくわく隊主催による『にしかたいちご祭り』が開催されました。昨年
に引き続き 2 回目の開催となったいちご祭りには、市内のみならず遠方から多く

の家族連れなどが訪れ、約
1,000 人の参加者がもぎた
てのいちごを堪能しました。

もぎたてとりたてのいちごを堪能


